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public class NewFunction { 
public double kekka; 
public double plus (int a, int b, int c){ 
kekka = a + b + c; 
return kekka; 
} 
public double multiply (int a, int b){ 
kekka = a * b; 
return kekka; 
} 
public String hello(String a){ 












































































PEN の関数名 Java のメソッド名引数タイプ戻り値タイプ 
tasu          plus             int int int   double 
kakeru       multiply          int int      double 





























































































例題 1.1:LED1(デジタルピン 13)を点灯させる。 
 
解説： 
1 行目は整数型の変数 pin を宣言している。 
2 行目は Arduino のボードを開く。 








5 行目は Arduino ボードを閉じる。 
 




5 行目から 11 行目は繰り返し文であり，5 行
目の条件の間なら，6 行目から 10 行目の処理
を繰り返す。LED1 を点灯してから 0.5 秒を待
つ，LED1 を消灯してからまた 1 秒待つの繰り
返し。7 行目は 0.5 秒を待つ。delay(ms)プロ
グラムを指定した時間だけ一時停止する。単
位はミリ秒である。ms：一時停止する時間。
単位はミリ秒。１秒は 1000 ミリ秒。 
 
練習問題： 
1.LED2（デジタル出力 10 番）を点灯させる。 
2.LED1 を 1 秒ごとに５回点滅させた後，LED2
も 1 秒ごとに５回を点滅させる。 
3.LED1 を点灯させ，1秒後に LED2 を点灯させ
る。さらに１秒後，LED1 を消灯させ，その
１秒後に LED2 を消灯させる。これを 10 回
繰り返す。 
4.LED1 を点灯中に，LED2 を 1 秒ごとに 5回点
滅させた後，LED1 を消灯させる。これを 10
回繰り返す。 
5.LED1 を点灯中に，LED2 を 1 秒ごとに 5回点
滅させ，また LED1 消灯中に LED2 を 1 秒ご




本 的 な 入 力 方 法 を 学 ぶ こ と が で き る 。
 1: 整数 pin,i 
 2: pin ← 13 
 3: openPort() 
 4: i ← 0 
 5: i < 10 の間， 
 6:  | digitalOut(pin, 1) 
 7:  | delay(500) 
 8:  | digitalOut(pin, 0) 
 9:  | delay(500) 
10:  | i ← i + 1 
11:を繰り返す 
12:closePort() 
1: 整数 pin 
2: openPort() 
3: pin ← 13 














その結果を 0 または 1 として送り返す。ボタ
ンを押したら，1になる。 
6 行目から 12 行目は条件文であり，「もし」
の後に書かれた条件式の値が真なら 7 行目と




1.スイッチ 3 を押すごとに LED1 On/Off 切り
替え。 
2.スイッチ 2 を押すごとに LED0 On/Off 切り
替え。 
3.スイッチ 1を押したら，LED2 を点灯させる。
スイッチ 2を押したら，LED2 を消灯させる。 
4.LED1 を点灯した状態で，スイッチ 3 を押し
たら消灯させる。 
5.スイッチ１を押したら，LED1 を点灯させる。
































ン４番)の値を 10 回表示する。 
 1: 整数 LED 
 2: LED ← 10 
 3: openPort() 
 4: analogOut(LED, 150) 
 5: delay(1000) 
 6: analogOut(LED, 255) 
 7: delay(1000) 
 8: analogOut(LED, 0) 
 9: closePort() 
 1: 整数 LED,val 
 2: LED ← 13 
 3: openPort() 
 4: 1 = 1 の間, 
 5: | val ← digitalIn(6) 
 6: | もし val == 1 ならば 
 7: |  | digitalOut(LED, 1) 
 8: | を実行し,そうでなければ 
 9: |  | digitalOut(LED, 0) 
10: | を実行する 






















ピン４番)の値に応じて LED1 の点滅レートを 10
回変化させるプログラムを書いてみよう。 
 





ン４番)の値に応じて LED2 の明るさを 0.5 秒ご
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 1: 整数 val,i 
 2: i ← 0 
 3: openPort() 
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 8: を繰り返す 
 9: closePort() 
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